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なった。研究成果の発表なども盛んになってきているが、まだ「集任地域」－ の研究が主  
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等学校・小学校の教員からの提言に加え、学生（非教員）からの視点も反映されるように  








2 全国的な傾向と問題の所在  
2．1文部科学省調査「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況に関する調査」   



















2．2 文部科学省調査「日本国籍を有する日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況に   
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JSLとは、Japanese as a Second Languageの略で「母語ではない第二言語としての日本語」  
を指す。特にJFL（Japanese as a Foreign Language）と対比した場合、JSLは日本で学ぶ日  







3 散在地域における小学校の現状と課題  
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に高いことが窺える。また、在留外国人以外でも、国際結婚による日本人の配偶者、中国  
帰国者の配偶者及び二世三世、就労者など状況は様々であるが、子どもの日本語習得支援  








3．2 山形県内の小学校における日本語学習支援の状況  
（1）日本語指導が必要な児童数4の推移  
【図1】日本語指導が必要な児童数（山形県）【図2】日本語指導が必要な児童数（全国）  
国全国の小学生   
の数   
H13 H15 H17 H19  H13  H15  H17  H19  
全国的には日本語指導が必要な児童数は増加している（図2参照）が、本県の場合は、  
平成17年度に一時増加したものの年々減少傾向にある（図1参照）。  




【図3】各事務所管内別人数   
（日本語支援を受けている児童数）  
【図4】村山教育事務所管内  
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【園5】最上教育事務所管内  【図6】置賜教育事務所管内  
0  0．5  1   
【図7】庄内教育事務所管内   
0  0．5  1   
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（4）児童の学年別人数と母語  
【図8】学年別人数  【図9】母語別人数  
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3．3 山形市内の小学校における日本語指導支援の状況  
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大きな特徴と言える。  
【図11】小学校ごとの人数  【図12】男女数  
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されている。   
5年生のKさんは、2年生のときに来日して転入して以来、継続して指導を受けている。  
現在、週6時間、読み書き練習や作文のトレーニング、算数などの指導を受けている。算  











の英語を残したいという強い両親の要望がある。   
E小学校で日本語指導を受けている児童は1人。両親はブラジル人で、母語はポルトガ  













・できるだけ国語や算数以外の教科（図工や音楽、学括、道徳、総合的な学習）の時間を   
使い、児童が学習に集中しやすい午前中に指導を行うと、他の児童との進度差もあまり   
生まれず学習効果も高められる。  
・平仮名や片仮名などの基礎的な学習を学ぶ1年生から日本語指導を行った方が、他学年   
から日本語を学び始めるよりもやはり習熟度が高い。  
・児童の性格や好みをできるだけ早く把握し、それらを個に応じた指導に生かしたり、初   
期指導の段階では特にゲーム的要素を多く含んだ授業作りを工夫したりすることが大切   
である。故に、本人の好きな教科は奪わない。  
・指導内容や経過、児童の変容などについて、担任と話し合う場をできるだけ多く設け、   
児童の現状に合わせて指導内容の見直しを行い、共通理解を図りながら指導にあたるこ   
とが大切である。  
・個人差もあるが、高学年になると周りの目を意識したり、反抗的な態度になったりして   
指導が難しい場合もあるため、担任の教師や家庭との連絡を密にとる必要がある。  
・保護者が忙しくて子どもに目をかけられず、学習用具の不備が続き、家庭での音読が定   
着されないようなとき、母語話者の指導者から保護者に直接電話連絡などをするとより   
スムーズな解決に繋がる場合も多い。  
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・家庭内で会話する言葉が主に母語か日本語かで、児童の日本語習得に大きく影響を与え   
ている。母語を残させたい、あるいは残さなくともよいなど、それぞれの保護者の考え   
方に遠いがあり、過大な母語存続の意識が日本語習得の障害になるケースもある。  
・山形市内の小学校では、ほぼ聞き取れるがほとんど話せない、書けないという中国語母   
語話者の児童が目立った。日本語習得を第一に考えているが、授業以外の時間を使って   
母語や母国の文化、習慣などを学ばせたいという保護者の気持ちも強い。そうした要望   
に応えるために、F小学校では昨年半ばより週1時間、放課後の時間を使って支援を行っ   
ている。今年度も引き続き実施することになり、取り組みを聞いて市内や市外の学校か   
ら児童を送迎して通級させる保護者もいる。  
3．4日本譜指導支援の課題と今後のあり方  


























（2）今後の日本語指導支援のあり方   
今後、山形県内の日本語指導が必要な児童数が増えるか否かは予測できないが、児童の  
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4 散在地域における中学校・高等学校の現状と課題  
4．1 問題の所在   
全国的には、JSL児童生徒の集任地域を中心に「年少者日本語教育」の研究が盛んになっ  
てきている。特に小学校においては充実した支援が行われており、指導実践の蓄積、分析  











く調査①〉   
調査目的  山形県の高等学校におけるJSL生徒に対する支援の現状と課題の把握   
調査対象  山形県の高等学校65校（公立高校50校、私立高校15校）   
調査期間  平成20年8月   
調査方法  質問票（以下「アンケート」と称す）による調査  
回答校63校（公立高校48校、私立高校15校）回収率96．9％  
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調査概要  JSL生徒の在籍人数や年齢、来日の状況  
JSL生徒に対する日本語指導や学習指導の状況  
配慮していることや因っていること等  
く調査②〉   
調査目的   
調査対象  












く調査③〉   
調査目的  
調査対象  
調査期間   

















4．3 山形市立および庄内地区の中学校の概況  
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全中学校数（校）  JSL生徒在籍学校数（校）  JSL生徒の人数（名）   
山形市立の中学校   15   3   8   
庄内地区の中学校   23   10   ※9   
※ただし、庄内地区で「在籍している」という回答のみで人数が未回答の学校が3校あっ   
たため、実際は9名以上のJSL生徒が在籍していることになる。  
【表2】中学校のJSL生徒に対する指導状況  
山形市立の中学校  庄内地区の中学校  
JSL生徒数（名）  JSL生徒数（名）   
（a）一般生徒と一緒に授業を受  
けている   7   5  
「授業の形態」          （b）教科によっては一般生徒と 別に授業を受けている   0   
（c）教科によっては指導者が授  
業に入っている   3   
（a）学校の教員が指導している   0   0  
（b）外から派遣された教員が指  
導している   0   4  
「日本語の指導」                 （c）ボランティアの日本語教師  
が指導している   0   0  
（d）特別な指導はしていない   7   5   
「日本語の指導」について、山形市立の中学校で未回答が1校あった。  
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① 日本語の読めないところや質問を講師の先生にお願いして指導してもらう。  
② 中国語のできる非常勤が週2日しか来ないので、その時にできるだけ活用している。  
③ 市より派遣していただく日本語指導員の方より、週一度、放課後1時間程度、学習   
指導をしていただいている。  
④ 入学時に日本語の判断をし、必要に応じて中国語を話せる方に通訳をお願いし、授   
業に入ってもらった。（3ケ月程度）  
⑤ 課題の範囲をせばめる。  
⑥ 電子辞書を持たせ授業中に使用している。  
⑦ 不安にならないよう面談を多くとっている。  
⑧ 高校進学に向けて、本人及び保護者と密に話し合いをしている。  
⑨ 中学校に入学した時点では、日本語の生活に不自由していないので、特に配慮して   
いない。普通の日本の生徒と同様にしている。  
困っている点  
⑩ 日本語指導に関わる学習遅滞等の障害、進学、進路に関わる問題。  
⑪ 生徒の友人関係。  
⑫ 母親が日本語を十分理解することができないので、学校とのラポートが築けない。  
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4．4 山形県の高等学校の概況  
4．4．1 アンケート結果のまとめ   
次に、今回の「アンケート」の結果をもとに、山形県の高等学校における日本語支援の  

















全学校数（校）  在籍高校数（校）  在籍校数の割合  JSL生徒の人数（名）   
公立高校   50   23   46．0％   42   
私立高校   15   12   80．0％   27   
合計   65   35   53．8％   69   
ただし、未回答の学校が公立高校で2校あった。  
【表4】JSL生徒69名のうち日本語指導を受けている人数  
在籍高校数  指導をしている高校  JSL生徒の人数  指導を受けて  
（校）   （校）   （名）   いる生徒（名）   
公立高校   23   3   42   8   
私立高校   12   3   27   6   
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公立高校   私立高校  
JSL生徒数   JSL生徒数   
（a）一般生徒と一緒に授業を受  
けている   42   22  
「授業の形態」          （b）教科によっては一般生徒と 別に授業を受けている   0   5  
（c）教科によっては指導者が授  
業に入っている   0   0   
（a）学校の教員が指導している   3   5  
（b）外から派遣された教員が指  
導している   5   
「日本語の指導」  
が指導している   0   0  








① 特にないが、クラス内でのコミュニケーションがうまくとれるよう、担任が気を配っ   
ている。  
② 中国の話題のとき、配慮する時もある。  
③ 入学当初は心配していたが、学校にも、生徒にも好意的に受入れられ、他へ大変良   
い影響を与えている。  
④ 本人が理解できるようにゆっくり話をしている。  
⑤ 言葉を覚えるのは早いが、困難な漢字等にはルビをふってあげた。  
⑥ 個々にレベルが違うので学年で分けて授業を進めている。  
⑦1学期中間考査の際、日本語のサポートを行った。（別室受験）  
⑧ 入学願書提出前に事前相談を受けている。  
困っている点  
⑨ 日本語の語句を聞き取れないときがあるようだ。  
⑬ 国語の現代文、古文の理解度にやや難がある。  
⑪ 高校での学習については、学習レベルが高くなっていった場合の対応について困難   
さを感じている。  
⑫ 学校の職員では、指導の仕方がわからない。（日本語を教えることは。）負担が多い   
等、どのように対処したらいいか悩むところです。  
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⑬ 家庭が日本のしつけに対してなかなか理解できないので苦労する。しつけ教育は無   
理かもしれない。  
⑮ 言葉に関しては全く問題のない生徒である。  ⑭ 少しゆっ り話す程度で問題ありません。  
⑱ 因っている点は特にない。  
特になし。（4校）・特にありません。（1校）・全く問題なし。（1校）   
「指導上、配慮している点」では、主にコミュニケーション上の配慮や学習に関わる配  
慮が挙げられている。④－⑦が言葉や学習に関わるものであり、中には⑥と⑦のように学  





















要性を感じていても、指導できずにいるということが考えられる。   
「特別な指導は必要がない」と判断されているケースの場合は、学校生活の中でそれほ  
ど深刻な問題が発生していない状況と思われる。高校生レベルの生徒は自分の行動につい  
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経過  以  
指導内容  年数  0  ロ  2  3  4  5  6  7  8  9  10  四    上   
日本語指導を受けている  2  8  
（取り出し授業、放課後の  
補習など）   私立  ロ  3  1 6 
特別な日本語指導は受け  2  32  
ていない   私立  3    2  2  3  2    18   
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4．5 課題のまとめと解決の方向性   
以上、山形県における中学校と高等学校について日本語支援の状況を把握し考察してき  
























































が学校、教育行政側にも不可欠であろう。   
山形県のJSL生徒の人数は今後も大幅に増加せず、現在のような各地域に散在する状況  
が今後も続くものと予想される。その状況の中でいかに教育行政、学校、地域が連携して  
日本語支援、学習支援を進めていくか、まさに「地域力」が問われているといえる。   
5 散在地域におけるボランティア活動の現状と課題  









5．2 山形市の取り組み   
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① 教科学習支援  
日常的なコミュニケーションのための日本語は1から2年で習得するといわれている   
一方、教科学習を理解するための日本語は5から7年かかるとされているなか、CCYで   
は、外国人の子どもへの教科学習支援を行うことを目的とする。  
② 子どもたちの居場所作り  
CCYでの学習教室でボランティアや同じ背景の子どもたちとの関わりにより、子ども   
たちの心の拠り所作りを目指す。  
＜活動の概要＞  
① 学習面でのサポート  






・ 夏期講習の開講  
7月下旬から8月の夏休み中の10日間に、夏期講習を行う。  
② 交流イベントの開催   
・ お楽しみ会（8月）とクリスマス会（12月）を開催。  
③ その他の活動   
・ 異文化交流イベントへの参加。  
国際ボランティアセンター山形主催の「地球の文化祭」に参加。   
・ 山形市国際交流協会主催の国際新年会に参加。   
・ 研修会に参加。  
＜CCYが抱える問題・課題＞   
・ 定期的に参加するボランティアは上手く対応できるが、不定期に参加するボランティ  
アは対応が難しい。   
・ 中学生を対象に指導してきたが、進学などで人数が減少。また、通ってきている子  
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・ 交通手段がない子どもはなかなか通えない。  
・ 学習塾に通う子どもも増えた。  
・来る子どもが減ったことで、新規のボランティアの数も減少。見学に来た際に数の  
少なさから「自分の力は必要ない」と誤解してしまう人も。  
・ ボランティアの子ども達を支援したい、力になりたいという思いは変わらずに強く  
あるが、1回の活動には限られた人数しか参加できない。  






















































日本語学習支援ネットワーク会議07in YAMAGATA実行委員会（2008）『日本語学習支援ネットワーク  
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Summary  
SONODAHirofumi，NAKAm Koji，SAlTO Shoko，YOKOYAMA Yuko：  
AnAnalysis ofJSL Students LivinginRl∬alAreas  
in the Case of Yamagata 
Thispaperisapracticalreportonthe statusofJSLstudentsinreglOnSWithftwJSLspeakers  
in the Yamagata prefbcture・JSL standsforJapanese as a Second Language，Similar to ESL  
beingEnglish as a Second Language・The purpose ofthis reportis to create awareness ofJSL  
Studentslivlnglnruralareas to the citizens ofYamagata・First ofall，We are preSentlng a  
new vleWPOint about how to support theintegration ofJSL studentslivlnglnruralareasinto  
elementary schooIs・Secondly，forJSL studentslivlnglnruralareas，We demonstrate how to  
SuPPOrttheirintegrationintoJuniorhigh andseniorhigh school・Lastly，WePreSentaPraCtical  
report of volunteer groups fbr college studentslike Cherish Club Yamagata who helpJSL  
Students at thelowerlevel・We also suggest new methods of teachingJSL students more  
SuCCeSS負111y．  
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